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１）はじめに              
超臨界二酸化炭素流体染色の原理を利用し、我々は色々な機能剤の注入固定を検討してき
た 1)。近年は有機金属錯体を繊維内部に注入し、熱または還元剤で還元することでめっきの
核を形成し、その後無電界めっきする方法を提案してきた。アラミド繊維は高結晶性で耐熱
性が高く、超臨界処理に加えいくつかの工夫により密着性の高いめっきを得る方法を確立し
た。これに対し、オレフィン系繊維は官能基がなく超臨界流体を用いるめっきも容易ではな
い。これを克服するために酸素プラズマを用い、酸素の導入と併せてエッチング効果を期待
し、ポリプロピレン繊維のめっきに成功した。この技術を報告する。 
２）実験手法の概略 
ポリプロピレン（PP）織物（色染社、標準布帛）の酸素プラズマ処理は 100W、酸素流速
30ml/min で５秒または 30 秒間行った。金属錯体としては溶解度の高いジアセチルアセテネ
ートパラジウム錯体 Pd(hfa)2 を用いた。超臨界流体による錯体注入は 40〜90℃、8〜25MPa
の範囲で 30 分行った。その後、処理布帛を取り出し、NaBH4 水溶液で錯体を還元処理した。 
各処理後の布帛は重量測定、電気伝導度測定、走査型電子顕微鏡観察、XPS 分析などで評
価した。90℃以上の温度では布帛の収縮が見られた。Pd 固定量および銅めっき重量などを評
価し、錯体の最適注入条件を 80℃、8MPa とした。 
３）結果と考察 
 最適条件下で錯体を注入し、還元処理した後市販の銅
めっき液を用い、PP 布帛をめっきした。銅めっき量は
未処理 PP布帛では 20.3％であったが、プラズマ処理 PP
布帛では 33.8％まで向上した。しかし両者の導電性の
差はほとんどなかった。めっきの密着性は JIS 法に従っ
て評価したが、未処理の PP 布帛では密着性が十分でな
く、セロテープ密着試験において未処理布帛ではめっき
の約 20％が剥がれ落ちたが、プラズマ処理布帛ではほ
とんど剥がれなかった（２〜3％脱離）。 
 この原因を調べるために、酸素プラズマ処理前後 
の  PP 布帛の XPS 分析を行った結果（結果省略）、表
面に約 0.93％の酸素原子が導入されていること、C-O、
C=O、COOH に基づくものであることを確認した。ま
た、表面に微細な凹凸が確認され、エッチング効果と酸
素原子の導入による錯体との親和性向上が働いている
ものと推測した。図 1 および２に未処理および酸素プ
ラズマ処理後、超臨界流体で核付けし、めっきした繊維
の断面観察結果を示した。プラズマ処理後のめっきが繊
維内部まで入り込んでいる様子が分かる。 
引用文献                     Fig.1  Cross-sectional views of Cu- 
1) T.Baba, et al., Sen-i Gakkaishi, 66, 63(2019)など     plated PP fiber treated with Pd (hfa)2 
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